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エンドウヒゲナガアブラムシの有廼型出現に
及ぼす飼育密度の影響
辻 博 夫* ･河 田 和 雄
エンドウヒゲナガアブラムシ AcyrihosiPhonpISum(Harris)は世界各地に分布し,
エソ ドゥ,ソラマメ,アルファルファなどのマJ'科植物を加譜する大雪虫である.本都の
胎生雌虫には,有畑および無題型の2理が存在する.すでに種々のアブラムシ湛iを材料と
して,有畑型の出現要田が解析され,その結果,過ち乳 飢餓,親の通塾, 餌条件などが
鬼型決定に前妻な役割を果たすことが明らかとなっている (河田 1960,Johnson1965,
Lees1967,高岡 1973). しかし,種あるいは系統によって有麹型の出現率に変異があり
(Sutherland1969),有畑虫出現率におよはす主要関も異なっていると考えられる.
本実験では,飼育密度と有麹虫出現率の関連性および有畑虫出現率の世代間変動を調査
し,過密と有畑虫出現率の関連性を明らかにするとともに,勉型決定時期の検討も行った
のでその結果を報告する.
火映を行うに､■うたって数/.,の†当ィ.Sな助,jAをLPHいたrNllU大草甘栗生物研究所U.)北久勝夫教授,茨城県
は袋状掛弘のP<塚久枝｢tIJ'ぉよび火験材料のaIl漣にご協JJr持し､た桐山大草股潔生物研究所の仙IY･は り子
技■Jli'+こ厚くお礼｢いし上げる.
実験材料および方法
材料としてljl敷系 (グリーン系)のエソトウヒ/7'ナガアフラムシを用いた.本系統は,
1975年5月に岡山大学姓菜生物研究Jl)trmg射こ自生しているカラスノエソドゥ Viciasaliva
L.から採集した個体のクローンであり,ソラマノ ViciafabaL.を寄主として恒温室で
累代飼育しているものである.
IJr;験は,12±loC,L]JJ期16時†礼 帽期8時間 の帖温室内で行った.供試虫の飼育は,潤
した秒をつめた直行8cm,高さ7cmのポットに,盛軸を成しその上部を切除したソラマ
メの芽出しを7本植え込み, 各芽出しに内1律,2cm,I.ilJさ9cmの力-セ付きガラス管ぴ
んをかぶせて行った.先ず,畑地胎生雌を数世代個体飼育とし有畑盟が出現しないことを
確認した後,この系統を用い次にあげる各処理を行った.
1) FT.独区 (対照区):成虫化後約2週間を経過した個体が産 Fした, 出生後24時間以
内の子虫を個体飼育とし,成虫化時の麹型を10世代Ijまで世代ごとに記録した.
2) 全齢期船台区 :飼育密度は5,10,15,20匹/芽の4区を設けた.個体Br･]育してい
た母虫が産 Fした子虫を各密度で縫合飼育とし, これを第 1世代とした. この区では幼
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丸 成虫の全期間にわたって各密度で触育し･飼育中に出現した有麹虫は取り除 き ,熊麹
虫のみを用いて次世代を継いだ.
3) 幼虫期妓命区 :飼育鮮度は全齢期兆令区と同様に4区を設け,幼虫期および成虫
化後2,3日 (庄子前期問)を各密度で飼育し,以後,母虫は個体鮎青とした.毎世代,こ
の増作をくり返し,趨型を記鈷した.
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実 験 結 果
1. 単独区 (対照区)
撫趨胎生雌の幼虫期間は,平均23.5日であった.第 1L&代から第 10世代までを通して,
有鬼虫は全 く出現せず,無麹虫のみが見られた (Fig.1,a). このように,他個体との干
渉がなく,かつ飢条件が良好な環境では,有畑虫は全 く出現しないと考えられる.
2. 全齢期集合区
5,10,15,20匹区のいずれの照度区においても有畑LIJ,が出現した (Fig,1,b,C,d.e).
第 1世代 亡は,有処虫出現率は最大でも1.2% (15匹比)と低い値を示した (Fig.2,a)が
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第 2世代以降非常に多くの有功虫が出現した (Fig.3,a).第 2世代における5,10,15,
20匹区の有畑虫出現率は,千,れそれ7,7,24.5,36.6,38.4%となり飼育密度が増すにつ
かて高率で有畑虫が出現した.第3世代かFJ第 10世代につ いても第 2世代と同様に,鍋
育密度の増加に伴って有畑虫出現率が増大するはド･Jが.認められたが,第4,5,6,8,10世
代では20匹区より15匹区で,第10世代では 5匹区より10匹区で有畑虫.出現率が高くなっ
た.各密度とも第2世代から第10世代にかけてほぼ一定の割合で有畑虫が.L現しており.
これらILr代(,1おける有畑虫出現率の1'rL均を点,lJ骨密度別に比較すると, 5,10,15,20匹区
でそれぞれ 19.4,31.3,43.5,39,8%となり15匹区で蛙も高率となった,飼育狛 ■-∈の増
加に伴って士朗[け る幌向が認められたが, 15,20匹区の間で有畑虫出現率に大きな差が
ないことからソラマメ1芽あたり15匹の密度ですでに十分な過密状,.'it｡iとなっていること
がわかった.ここでの有二相虫出現率の蝦大値は,15匹区の43.5%であり,約40%の個体
が有効虫となるのみであり,残りの約60%の個体は無効虫としてその附近に定着し,個
体群を維持することが確かめられた.
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3. 幼虫期集合区
会齢期集fI区と同様に第 1世代では5,10匹区で有畑虫が全く出現しなかったのに刈
し,15,20匹lg_でそれぞれ3.8,0.6%の出現率を示した (Fig.1,f∫g.h,i,Fig.2,b).
第2世代以降では代ヰくではあるが,安定した有Iil虫Lti)_-k率が見られた (Fig.3,b).5PCJS(.
で有畑虫が出現した世代は第4世代のみで,他の世代では有功虫は山上3LLなかった.10匹
(主では第 2.3,8,9,loth-代で,15匹IxJでは第3,4,5世代で,20匹区では第 5世代で
有鬼虫出現率が0%となった.第 2から10世代までの平均有畑虫出現率は,飼育軌 l:'tの
増加に伴って増大する帆L']が認められたが,15匹区において妓大値 5.0%となり201ノ引去
では4.0%とやや低下した.いずれの密度性においても仝齢期iLi合区と比較して,有iJfl.也
出現率は非常に低率となり,主として慶子前における母虫の生息条件によって了-の丸型が
左右されていることがわかった.だが.倍加 ま個体飼育でそのJ′一虫のみを雄合飼育とし
率の増す帆句が認められたことから, iL後の麿比が畑地に形門している可能性も存ItLす
/J .
考 察
アブラムシ類の有畑虫は,環境の愁化に伴って出現し,新群境を開拓する役割を担って
いる.しかし個体伴を構成するすべての個体が有畑虫となって移住するわけではなく,常
に一部の個体は撫塊虫としてその場に定着し.その個体群を維持している ([･.7;岡1973).
本実験で,過'#条件 (15,20匹/芽)での飼育にもかかわらず,約60%の耶体が無勉虫に
なったことは,この考えを支持する.しかし,趨型決定にはより多くの要因が関係してい
るため他の困子 (糾の質や出,温度など)がFTl.挺して作用した場合には.よりr･:I.率で有畑
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虫がZj現する可能性がある.たとえば,母虫を飢餓条件に砕いた場合, そcJ十虫の71%
が有畑虫となった例が知られている (Gregory1917).また Sutherland(1969):(-_上る
と,ピンク系はグリーン系よりも有畑虫Itl現率が高いことがわかっている.このことは系
統によって有畑虫出軸率に相当の変災があることを示していると考えられる.他柾ては,
モモアカ7プラムシ MyzuspersicaeSulzerのように,最適符度が小さく.過密や餌の
悪化に微動 こ反応し祁準で有機虫を出現する範が存在する (梶野 ･手塚 1969a).一方,
ジャカイモヒゲナガアブラムシ Acyrihosiphonsolani(Kaitenbach)のように,最過符
度が大きく言出筏条件でも余り有也虫を｢H現しない種も存在するが,このような種でも糾
条件など他の安閑が悪化することによって高率で有功山な,出現する(幌F'J'･･手塚1969b).
これらのことから7プラムシ柿の有畑虫州現要因は様 々であることがわかるが,本棟の場
杏,飼育軌壁が大きな安田の1つとなっていることが確認された.
有塩虫の出現撒構を考えるうえで麹型決定時プ抑まiB-_要な要崩の 1つである.EB型決定時
鼎 ま柾によって娘なっており,MegouraviciaeBucktonではすでに出生前に母体内で
決定されている (Lees1967).これに対してダイコン7プラムシ Brevicorynebrass7-cae
L,や Therioaphismaculaia(Buckton)では侶JL後一定期間に決定される (河田 1962,
Tobaeial.1967).
木靴の細型は出生前に母体内で決L=jEされると考えられている (Sutherland1969)が.
本実験でもこのことが札認された.遮型は主にIJ'.生前に付休内で決定されることに/変わり
がないが,第1世代では,同一条件で育てられた母虫から押出された7-虫を,1Lf.-,あたり
5.10匹の雀度で飼育すると有価虫が全く山現しなかったのに対し15,20匹の搾度では
低率ではあるが有畑虫の出現がみられた.このことは,切型決定の機会か出生後にも11す
かながら存在することを示唆している,辻 ･河田 (未発表)によると,組織学的には,塞
靴千虫の適原基や飛糊筋0.1筋芽細胞の消失は2齢から3齢にかけて生じるため,少なくと
も2齢後期まてほ,何rl)かの形で環蝿の形-1坪を形態に反lZJtさせる手段を持っていると考え
られる.
摘 要
エソドゥヒゲナガアプラムシの飼育締度と世代l川有畑山山規準の♭日通比を調査した.そ
a.)結某 以下のことが明らかとなった,
1) 迦型におよはす飼育纏度の彫幣を排除するために,1度あたり1匹ずつ励育した甲
独区では有功虫は全く出現しなかったが,全齢抑振合区では飼育密度が5,10,15,20匹/
芽と増加するに伴って有畑虫出現率も19.4,31,3.43.5,39.8%と増大する帆71が認め
られた.どの締度区においても雛1世代の有畑虫.LIJ.規準は以後の世代よりも低く,-1虫の
畑)51は主に母体内で決定されていることが明らかとなった.しかし,,'LJ生後の飼育得度の
!言卵g.与も撫祝できない.
2) 幼虫期狼合区でも飼育帝度が5,10,15,20匹/芽と増すにつれて宥Bl虫,WjL率が
0.3,2.4,5.0,4,0%と漸fF/する帆 ･71が認められたものの,全齢期雉.合区と比較して,そ
の出現率は非常に低かった.これは,子虫の畑型が,母虫期間の/-L息密度の影響を戯く受
けていることを示していると考えられる.
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TheE庁ectofPopulation Density on theW ing Development
ofthe Pea Aphid,Acyrthosiphonpisum
Hil~00TslりlL11rlKazuoKAwAD∧
Summary
TheinfluenceofcrowdlngOntheproducl10nOftleagamicalaterot-I一l0r〔hcpea
aphld../lcyrlhosipkonpLSum (Harris)WasllVeStig'lted,
Aphldsrearedseparately.onelndivl〔lualperseedl】ng,produceclnoal'leprogenleS
from 亡helsHo10〔hgenercll)On,Inthels〔generalJOn,WhentheprogenleSWererTOWd-
edaHhe】arvaLper】od,onlyafewaphldsbecamealatEle.Atthecrowdinglevelsof5,
10,15Elnd20aphldsperseedllngforboLhlarvalandadultper10ds,ElIateprogenlいS
wereproducedin19.4,31.3.43.5and39.8% OEthe叩hids,respectlVely(asmelnPeト
cenL10falalefrom 2ndlo一othgeneI.alion).
Thewlngedform Olprogeny nlaybe(1e〔erlrtinedm.linlydunngthep1-Cnaralpc=od
oEllen10lhel,'lndElddlL)onaIIyal〔ered aH heposLnaはIperiod.
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